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【講義の狙い，目標】

本講義では、情報ネットワークの基本である情報のやり取りに関する様々な考え方，とくに情報の符号化

と 復号化に関する撞々の理論的性質を学ぶ．

【内容】

１）情報源符号化（データ圧縮）の基本的考え方と方法：可変長符号化，Kraftの不等式，

Shannon-Fano符号，Shannon-Fano-Elias符号，算術符号，整数の符号化，ユニヴァーサル符号化， 情報スペ

クトル，など．

２）情報源符号化に関わる種々の話題：賭けとデータ圧縮，乱数生成間題，

データ解析とMDL原理（統計的モデル 選択問題），統計的推論とデータ圧縮，エントロピー最大原理など

．

【教科書，参考書】

韓太舜・小林欣吾著「情報と符号化の数理」培風館，２００２

堀部安一著「情報エントロｐ－論」森北出版，２００３

【予備知識】

基礎科目の「確率・情報理論基礎」を履修しておくことが極めて望ましい

【演習】

講義の振興に伴い，随時，講義中に演習を行なったり，レポートを提出してもらう．
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【成績評価】

レポート（および試験）による．

【その他】

本講義は，情報の基礎理論である“Shannon理論”の入門編で数理的思考を武器 に物 事の本質を 理解する

ことを好む人向き．セミナー風の雰囲気でじっくり楽しめる講義が目標．


